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新
し
い
紳
士
の
育
成
を
目
指
す

中
高
一
貫
の
男
子
校

東
京
都
新
宿
区
に
あ
る
私
立
中
高
一
貫
の
男
子
校
、

海
城
中
学
高
等
学
校
は
、
１
８
９
１
（
明
治
24
）
年

に
設
立
さ
れ
た
海
軍
予
備
校
を
前
身
と
し
、
１
９
４

７
年
に
新
制
海
城
中
学
校
、
48
年
に
新
制
高
等
学
校

が
開
校
し
た
。
建
学
の
精
神
「
国
家
社
会
に
有
為
な

人
材
の
育
成
」
の
下
、
フ
ェ
ア
な
精
神
、
思
い
や
り

の
心
、
民
主
主
義
を
守
る
意
思
、
明
確
な
意
思
伝
達

能
力
を
備
え
た
「
新
し
い
紳
士
」
の
育
成
を
目
指
し

て
い
る
。

屈
指
の
進
学
校
と
し
て
も
知
ら
れ
、
２
０
２
４
年

度
は
東
京
大
に
49
人
、
京
都
大
に
７
人
、
一
橋
大
に

20
人
、
東
京
工
業
大
に
11
人
な
ど
国
公
立
大
に
計
１

７
９
人
が
合
格
。
私
大
で
は
早
稲
田
大
に
１
４
１
人
、

慶
応
大
に
１
３
２
人
が
合
格
し
て
い
る
。
卒
業
生
の

活
躍
の
幅
は
広
く
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
徳
光
和
夫
氏
、

三
菱
自
動
車
前
会
長
の
益
子
修
氏
を
は
じ
め
各
界
に

著
名
人
を
輩
出
し
て
い
る
。

お
堅
い
エ
リ
ー
ト
校
と
思
い
き
や
、
学
校
は
歩
い

て
一
駅
が
新
宿
と
い
う
場
所
。
街
や
人
の
様
子
を
肌

で
感
じ
な
が
ら
生
徒
た
ち
は
成
長
し
て
い
く
。
部
活

動
や
体
育
祭
・
文
化
祭
な
ど
の
行
事
も
盛
ん
だ
。
近

年
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
立
ち
上
げ
た
り
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
力
を
注
ぐ
卒
業
生
が
増
え
た
り
し
て

い
る
の
も
、
時
代
の
風
を
感
じ
ら
れ
る
環
境
と
リ
ベ

ラ
ル
な
校
風
、
そ
し
て
今
回
紹
介
す
る
「
新
た
な
学

力
観
」
に
基
づ
い
た
教
育
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
ろ
う
。

中
学
時
代
か
ら

社
会
と
世
界
に
目
を
向
け
る

同
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
体
系
だ
っ
た
知
識
や

教
養
を
し
っ
か
り
習
得
す
る
「
系
統
学
習
」
と
、
課

題
解
決
型
の
新
し
い
学
力
を
身
に
つ
け
る
「
総
合
学

習
」
の
２
本
立
て
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施
さ
れ
て
い

る
。特

に
中
学
校
の
社
会
科
は
「
地
理
」「
歴
史
」「
公

民
」
の
３
分
野
の
系
統
学
習
に
加
え
、
総
合
学
習
と

し
て
「
社
会
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
と
い
う
独
自
科
目
を
週

２
コ
マ
設
け
て
い
る
。

「
社
会
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
９

２
年
度
で
、
今
の
学
習
指
導
要
領
に
あ
る
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
や
高
校
の
「
探
究
」
系
の
科
目
よ

り
ず
っ
と
古
い
。
社
会
と
世
界
に
目
を
開
き
、
自
発

的
な
研
究
能
力
、
積
極
的
に
社
会
問
題
に
気
が
付
く

力
を
育
む
こ
と
に
目
標
が
置
か
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
１
・
２
年
生
は
自
分
の
興
味
や
関
心
を
も

と
に
自
主
的
に
研
究
す
る
態
度
を
次
の
３
段
階
で
育

ん
で
い
く
。

①
新
聞
記
事
や
書
籍
な
ど
の
文
献
情
報
を
収
集
し
、

活
用
の
仕
方
を
学
ぶ
。

②
実
社
会
で
企
業
や
団
体
、
個
人
に
取
材
を
し
、

自
ら
調
査
で
き
る
力
や
礼
儀
、
倫
理
観
を
伸
ば
す
。

③
文
献
や
取
材
を
も
と
に
集
め
た
情
報
を
、
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
力
、
仲
間
の
前
で
発
表
・
討
論

す
る
力
を
付
け
る
。

そ
し
て
中
学
３
年
の
「
社
会
Ⅲ
」
で
は
、
研
究
の

集
大
成
と
し
て
「
卒
業
論
文
」
を
書
き
上
げ
る
。
４

０
０
字
の
原
稿
用
紙
30
〜
50
枚
が
標
準
で
、
優
秀
作

品
は
「
論
文
集
」
に
全
文
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
目
次

に
は
大
学
生
の
卒
論
に
匹
敵
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
タ

イ
ト
ル
が
並
ぶ
。

教
科
書
の
な
い
授
業
で

新
聞
が
手
が
か
り
に
な
る

「
社
会
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
で
は
教
科
書
は
用
い
ず
、

各
学
年
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
指
導
内
容
は
定
め
つ
つ

も
、
担
当
教
員
の
自
由
度
は
比
較
的
高
い
。
い
か
に

生
徒
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
し
、
研
究
へ
と
向
か

わ
せ
ら
れ
る
か
。
社
会
科
教
員
に
と
っ
て
も
、
や
り

が
い
の
あ
る
時
間
だ
。

そ
し
て
、
多
く
の
先
生
方
が
授
業
で
活
用
す
る
の

が
新
聞
だ
。「
社
会
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
が
始
ま
っ
た
当

初
か
ら
生
徒
に
は
新
聞
を
読
む
こ
と
を
勧
め
て
き
た

と
い
う
。
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
様
々
な

分
野
の
記
事
を
読
む
こ
と
で
、
幅
広
い
知
識
が
身
に

付
く
だ
け
で
な
く
、
視
野
を
広
げ
る
の
に
役
立
ち
自

主
研
究
の
テ
ー
マ
選
び
の
き
っ
か
け
に
な
る
。
読
み

続
け
る
こ
と
で
読
解
力
や
論
理
的
な
思
考
力
、
批
判

的
思
考
力
も
高
ま
る
良
質
な
教
材
だ
と
捉
え
て
い
る
。

社
会
だ
け
で
な
く
、
他
の
教
科
の
先
生
方
も
、
必
要

で
あ
れ
ば
新
聞
を
切
り
抜
い
て
生
徒
に
紹
介
す
る
こ

と
が
多
い
そ
う
だ
。

新
聞
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
１
人
１
年
間
購
読

現
在
、
社
会
科
で
は
月
刊
「
新
聞
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
」
を
併
用
し
な
が
ら
新
聞
を
授
業
に
活
用
し
て
い

る
。
６
大
新
聞
１
カ
月
の
主
要
記
事
を
分
野
別
に
整

理
し
た
新
聞
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
初
め
て
手
に
し
た
と

き
、
立
川
教
諭
は
「
気
軽
に
読
め
る
印
象
だ
っ
た
が
、

目
を
通
す
と
記
事
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
か
で
、

こ
れ
な
ら
生
徒
が
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
ら
れ
る

と
思
っ
た
」
と
い
う
。

校
内
の
図
書
館
で
は
小
中
高
生
向
け
の
オ
ン
ラ
イ

ン
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
朝
日
け
ん
さ
く
く
ん
」
や
、

「
日
経
テ
レ
コ
ン
」
も
一
部
導
入
し
て
い
る
。
検
索

型
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
テ
ー
マ
や
調
べ
た
い
キ
ー

ワ
ー
ド
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
役
立
つ
が
、「
何

か
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
ラ
ン
ダ
ム

に
探
索
す
る
場
合

に
は
不
向
き
の
場

合
も
あ
る
。
ま
た
、

個
人
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
目
に
す

る
情
報
は
、
い
つ

の
ま
に
か
自
分
の

見
た
い
情
報
し
か

入
っ
て
こ
な
く
な

る
「
フ
ィ
ル
タ
ー

バ
ブ
ル
」
に
陥
り

や
す
い
と
い
わ
れ
る
。

実
際
、
生
徒
が
提
出
す
る
レ
ポ
ー
ト
で
、
明
ら
か

に
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
情
報
源
と
し
た
記
述
が
み

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
、
立
川
教
諭
は
「
ネ
ッ

ト
ニ
ュ
ー
ス
は
う
の
み
に
せ
ず
、
編
集
者
の
手
を
経

て
い
る
も
の
を
情
報
と
し
て
活
用
し
な
さ
い
」
と
繰

り
返
し
伝
え
て
い
る
と
い
う
。

授
業
で
新
聞
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
採
用
す
る
か
、
ま

た
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
は
毎
年
、
担
当
の
教
員

に
任
さ
れ
て
い
る
。
活
用
す
る
場
合
は
、
生
徒
に
１

冊
ず
つ
１
年
間
購
読
す
る
形
を
と
る
。
授
業
で
使
っ

た
経
験
の
あ
る
社
会
科
の
先
生
方
は
、
次
の
よ
う
に

話
し
て
い
る
。

「
昨
年
度
、
中
学
１
年
で
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
設

定
に
使
っ
て
よ
い
と
渡
し
た
。
あ
ま
り
詳
し
く
中
身

ま
で
読
み
込
む
と
、
生
徒
の
関
心
が
流
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
気
を
付
け
て
い
る
。
表
紙
が
カ
ラ
ー
な
の
も

生
徒
は
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
だ
」「
沖
縄
の
基

地
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
中
学
３
年
生
に
は
、

地
方
紙
の
報
じ
方
に
も
注
目
し
て
ご
ら
ん
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。
新
聞
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
手
に
入
る
全
国

紙
の
報
道
と
の
違
い
に
も
気
づ
け
れ
ば
レ
ポ
ー
ト
の

質
は
上
が
る
の
で
は
な
い
か
」「
ク
ラ
ス
40
人
の
う

ち
紙
の
新
聞
を
読
ん
で
い
る
の
は
15
人
程
度
。
新
聞

を
め
く
っ
て
テ
ー
マ
を
探
し
あ
て
る
代
わ
り
に
、
新

聞
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
活
用
し
た
。
中
学
１
年
で
は
ま

だ
各
紙
の
特
徴
に
は
気
づ
か
な
い
が
、
学
年
が
上
が

り
記
事
の
読
み
比
べ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
新
聞

の
面
白
さ
が
わ
か
っ
て
く
る
の
で
は
」。

特
集
　
中
学
生
・
高
校
生
の
新
聞
活
用
教
育
に
迫
る

海
城
中
学
高
等
学
校
（
私
立
・
東
京
都
）
そ
の
１

探
究
的
な
学
び
を
20
年
先
取
り 

研
究
の
入
り
口
は
新
聞

編
集
・
取
材　

長
尾
康
子

１学年の生徒数は約330人、８クラス編成。高校も入れ
ると約2000人が通う。

毎月の表紙を楽しみにしている生徒もいるそう。

中学３年で書き上げる「卒業論
文集」
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